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   Clinical effects of ofloxacin (OFLX) in the treatment of the patients with chlamydial ure-
thritis was studied. OFLX was administered at a dose of 200 mg, three timse daily (600 mg) for 14 
days. In all of the 26 patients with chlamydial urethritis, C. trachomatis was eliminated in 7 to 14 
days after the start of administration. The subjective clinical symptoms such as pain on urina-
tion and abnormal urethral feeling was disappeared in all cases within 7 days after the adminis-
tration. The objective clinical symptoms, urethral discharge, polymorphonuclear leukocyte (PMNL) 
in urethral discharge and PMNL in first urine were improved in 94, 68, 91 % respectively 
on 14 days after the administration. Overall clinical efficacy rate of OFLX on 7 days, 14 days 
and 21 days after the administration in this study was 63, 82, 91% respectively. Whereas subjective 
symptoms of side effects were noted in 2 patients (7.6%), any additional medical care was needed 
in none of them. Because of the marked improvement of clinical symptoms and the safty adminis-
tration, OFLX could be the first regimen to be chosen for the treatment of the patients with 
chlamydial urethritis. 
                                                 (Acta Qrol. Jpn. 35: 191-197, 1989)






ため,性行為感染症(以 下STD)が 増加してお り,
重要な社会問題となりつつある,一方,原 因微生物の
診断技術の進歩に より,STDの 実態 も明らかに な
りつつ あ り,非 淋菌性尿道炎の原因微生物 として
αぬηゆ 〃α`加切〃`'∫(以下 α 地吻 翻 紛 が大 き く
関与していることが,明 らかになってきた.
















































































の5段 階で表示 し,PMNが 消失したものを消失,2




伽脚 廊 抗原が消失したものを有効,残 存 したものを
無効とした,
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(4)総合臨床効果







無効 クラミジアが残存 した もの,または クラミジ





































































排尿痛は12例(48%)にあ り,OFLX投 与7日 目
で全例消失 した.14日目に1例 で再発 したが21日目に
は消失した(Table4).掻痒感など尿道違和感は14例
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C1inicaleffectofOFLXonsubjectivesymptoms(2)
improvementofabnormalurethralfeeling











































































































































































































































































α 擁伽 規σ添 の病原性について検討 されてきたが,
196 泌尿紀要35巻1号1989年
本 邦 に お い て は,非 淋菌 性 尿 道炎 の病 原 微 生 物 と して
注 目され,検 討 が な され る よ うに な った の は1980年代
に 入 って か らで あ る.
最 近,C・ 〃α`乃o臓趣 の 同定 法 や そ の 病 原 性 に つ い
て の 報 告 が 散 見 され る よ うに な って きたが5一9),それ
に よれ ば(∴trachomattsは非 淋 菌 性 尿 道 炎 の3フ～58
%ま た 淋菌 性 尿 道 炎 に 合 併 して20～30%検 出 され て
い る6,1。・11).非淋菌 性 尿 道炎 に お け るC・trachomatisの
病 原 性 につ い ては,健 康 ボ ラ ンテ ィアや 尿 道炎 の ない
対照 群 か ら の検 出 率 が低 い こ と,C・trachomati∫のみ
に 抗菌 力 を もつsulphafurazole(sulfisoxazole)の
投 与 に よ り尿 道炎 が 治癒 す る こ と,チ ソパ ンジ ー の尿
道へ の接 種 実 験 に よ り尿 道 炎 が成 立 す る こと お よび 症
状 発 現 後10日前後 で抗 クラ ミジ ア抗体 が陽 性 化 す る こ
とな どよ り,確 認 され てい る.
ク ラ ミジ ア感 染症 に おけ る α 伽`加初α痂 の 検 出法
には,培 養 法(C・trachomatisの分 離 培 養),直 接 塗 抹
法((7・trachomatis粒子 の証 明)お よび 血 清 学 的 診 断
法(C.trachomatis血清抗 体 価 の測 定)が あ り,な か
で もc・trachomatisに対 す るモ ノ ク ロー ナ ル抗体 を用
い た直 接 蛍光 抗体 法(Micro・Trak法)や酵 素 抗体 法
(Chlamydiazyme法)を利 用 したC・trachomatis抗
原 の証 明 は,細 胞 培 養 法 と比 較 して陽 性 お よび 陰 性一
致 率 が 高 く,検 査 手 技 が簡 便 な こ と よ り,臨 床 的 に 多
用 され てい る12-14).血清 中 の 抗 体 価 の 測 定 は 近 年
Enzymelinkedimmunosorbentassay(ELISA)
の 開発 が進 み,鋭 敏 な 測定 が で き る よ うに な り9》,感
染 の既 往 を 知 る 目的 や 治療 効 果 を み る上 で 有 用 で あ
る 。わ れ わ れ が 今 回,ク ラ ミジ ア性 尿道 炎 の診 断 に 用
いたClamydiazvme法は,抗 体 を 用 い る点 で非 特 異
的 反 応 に よる 偽 陽 性 が 出現 す る恐 れ が あ る もの の,培
養 法 との 陽 性 お よび 陰 性 一 致 率 が それ ぞれ99%と93%
と高 くz2),迅速 か つ一 時 に 多 数 の 検体 が 処 理 で き るた
め,一 般 臨床 検 査 セ ンタ ーを 利用 して,ど この 施 設 か
らで も容 易 に検 査 で き る利 点 が あ り,本 症 の診 断 ・治
療 に 大 変 有用 で あ る.
ク ラ ミジ ア感 染 症 の 治療 に は テ トラサ イ ク リン系 抗
生 剤 が有 効 で あ り臨 床 的 に 常用 され てい るが,ク ラ ミ
ジア性 尿道 炎 では 淋 菌 や ウ レア プ ラズ マな ど との 混 合
感 染が 少 なか らず み られ,治 療 を 行 う うえ で は これ ら
全 て に有 効 な抗 菌 剤 が 望 ま しい も ので あ り,ま た 副作
用 が少 な く妊 婦 や 乳 幼 児 に も安 心 して 投 与 で きる もの
で あれ ば 理 想 的 で あ る.
今 回,わ れ わ れ が検 討 した ニュ ーキ ノ ロ ン系 抗 菌 剤
OFLXは,invitroでC・trachomatisに対 す る抗 菌




われわれの治療成績では,尿道粘膜中の α 伽伽 一
matisは薬剤投与7日 目には22例中21例(96%)で陰









































浅野,ほ か:ク ラ ミジ ア性 尿 道炎 ・オ フ ロ キサ シ ン
今回は検討していないが,ク ラミジア性尿道炎には
ウレアプラズマ,マ イコプラズマ,好 気性菌など α
trachomatis以外の病原 菌の合併があ りうる ことや,
非淋菌性尿道炎 には,い ずれの病原菌も分離 されな
い無菌性尿道炎が,か なりの確率であ り,これ には
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